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「農・ウォーク」を４年振りに実施しました！ 

６月２５日（土）、新型コロナウイルス感染症拡大防止の措置を取り、試食会なしで実施した４

年振りの農ウォークには３３人の方にご参加いただきました。今回は、石田会長、宮川豊さん、

宮川修典さんの圃場を回り、チンゲンサイ・ジャガイモ・トウモロコシ・トマトを収穫しました。 

炎天下の中となりましたが、皆さんは熱心に話を聞いて、都市農業で野菜を作っていく大変さ

を感じていただいたようでした。 
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羽
村
市
農
業
委
員
会 

会
長 

石
田 

正
弘 

 

奥
深
き
資
産 

 
 

ビ
ン
テ
ー
ジ
と
な
る
と
、
拒
否
反
応
を
示

す
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で
も
古
い
バ
イ
ク
が

大
人
気
だ
。 

日
本
で
は
、
Ｚ
系
CB
系
、
ア
メ
リ
カ
で
は

ハ
ー
レ
ー
の
ナ
ッ
ク
ル
や
パ
ン
ヘ
ッ
ド
な

ど
歴
史
的
な
バ
イ
ク
は
希
少
価
値
を
も
っ

て
取
引
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ベ
ル
ヘ
ッ
ド
に

し
て
も
程
度
の
良
い
も
の
は
な
か
な
か
手

に
入
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
古
い
ハ
ー
レ

ー
に
代
わ
っ
て
今
度
は
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

車
や
日
本
車
が
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
だ
。 

ま
た
、
新
し
い
も
の
の
パ
ー
ツ
や
塗
装
を

わ
ざ
わ
ざ
剝
が
し
た
エ
イ
ジ
ン
グ
加
工
さ

れ
た
個
体
が
あ
る
。
見
せ
か
け
の
時
間
経
過

が
さ
れ
た
も
の
が
売
り
物
に
な
る
時
代
だ

か
ら
、
も
し
か
し
て
古
い
も
の
に
憧
れ
る
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
価
値
観
と
は
違
っ
た
新

た
な
価
値
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。 

私
は
た
ま
た
ま
手
に
入
れ
た
Ｆ
Ｌ
57
パ

ン
ヘ
ッ
ド
を
今
後
も
見
て
楽
し
み
、
乗
っ
て

楽
し
み
、
自
己
満
足
な
ア
ナ
ロ
グ
な
付
き
合

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

ち
な
み
に
・
・
・
と
言
い
つ
つ
、
今
の
自

分
は
、
年
に
１
、
２
回
ほ
ど
ツ
ー
リ
ン
グ
を

楽
し
む
程
度
で
自
分
の
体
力
に
限
り
が
見

え
て
き
た
今
日
こ
の
頃
だ
。 

最
後
に
こ
の
８
月
に
自
分
の
ハ
ー
レ
ー

の
師
匠
で
あ
る
Ｉ
く
ん
が
62
歳
で
こ
の
世

を
去
っ
た
。 

ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、
彼
の
ハ
ー
レ
ー
愛

を
心
に
刻
み
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
ハ
ー
レ
ー

ラ
イ
フ
を
送
り
た
い
。 
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７
月
15
日
、
20
日
に
羽
村
市
役
所
正
面 

玄
関
前
に
て
羽
村
市
農
産
物
直
売
所
出
張
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
15
日
の
来
客
数
は
145 

人
、
納
品
数
634
点
、
販
売
点
数
は
603
点
で 

し
た
。
20
日
の
来
客
数
は
174
人
、
納
品
数 

814
点
、
販
売
点
数
は
646 

点
で
し
た
。 

中
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、 

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
は 

人
気
が
あ
り
、
あ
っ
と 

い
う
間
に
完
売
で
し
た
。 

次
回
は
秋
の
実
施
を 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

      
 

             

   

 

  

 

国
は
第
５
次
男
女
共
同
参
画
計
画
に
お
い 

て
、
農
業
委
員
会
に
占
め
る
女
性
の
割
合
に 

関
す
る
成
果
目
標
を
定
め
ま
し
た
。 

女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
発
想 

で
、
農
業
の
様
々
な
取
組
み
が
発
展
す
る
こ 

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
農
業
委
員
会
の
傍
聴
を
し
て
み 

ま
せ
ん
か
。 

ま
た
、
農
業
委
員
会
へ
の
女
性
登
用
の
推 

進
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
は
、 

ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ 

さ
い
。 

                     

        

   

                       

全国農業新聞は、 

農業及び農政の現状を中心に、 

農業者の経営とくらしに役立つ 

情報をお届けします。 
発行日：毎週金曜日 

購読料：1カ月700円 年間 8,400円 

いつでもどこでも読める電子版（1カ月500 円）

もあります。 

試し読みもできます 

お申し込みは、お近くの農業委員 

または農業委員会事務局へ 

購読のご案内 

羽
村
市
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に 

お
け
る
肥
料
等
購
入
費
助
成
金 

【 

主
な
対
象
要
件 

】 

★
市
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
3
年
中
の
農
産
物 

販
売
金
額
が
50
万
円
以
上
の
農
業
者 

★
納
期
の
到
来
し
た
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。 

 

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
は 

交
付
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

 

・
羽
村
市
事
業
者
復
活
支
援
事
業
助
成
金
ま
た
は 

国
の
事
業
復
活
支
援
金
を
受
給
し
て
い
る
者 

 

・
羽
村
市
長
が
助
成
金
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
当 

で
な
い
と
認
め
る
と
き 

【 

対
象
経
費 

】 

 

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
2
月
28

日
ま
で
に
支
払
っ
た
次
の
経
費 

 
肥
料
費
・
農
薬
費
・
諸
材
料
費
（
農
機
具
及
び
そ
れ

ら
に
付
属
す
る
も
の
は
除
く
。）・
燃
料
費
（
灯
油
ま

た
は
重
油
に
限
る
） 

※
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除

く
。 

※
農
団
協
か
ら
の
マ
ル
チ
の
助
成
金
額
に
相
当
す

る
額
等
も
除
く
。 

【 

助
成
金
の
額 

】 

助
成
対
象
経
費
の
3
分
の
2
（
千
円
未
満
切
捨
） 

【 

助
成
上
限
額 

】 

30
万
円 

【 

必
要
書
類 

】 

1 

羽
村
市
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
お
け
る
肥
料

等
購
入
費
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書 

2 

令
和
3
年
中
の
農
産
物
販
売
金
額
が
わ
か
る

も
の
（
確
定
申
告
書
の
写
し
） 

 
 
 

 

3 

申
請
者
が
助
成
対
象
経
費
を
支
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
も

の
（
肥
料
等
の
領
収
書
の
写
し
） 

4 

法
人
名
義
ま
た
は
代
表
者
名
義
の
振
込
先
口
座
の
通
帳
等 

の
写
し 

【 

申
請
期
間 

】 
 

令
和
4
年
8
月
1
日
（
月
）
か
ら
令
和
5
年
2
月
２８
日

（
火
）
ま
で 

※
申
請
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
受

付
を
終
了
し
ま
す
。 

【 

申
請
方
法 

】 

 

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、 

必
要
書
類
を
添
付
し
、
羽
村
市
役
所
産
業 

振
興
課
農
政
係
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出 

し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 市公式サイト 

羽
村
市
農
産
物
直
売
所
出
張
販
売 

を
実
施
し
ま
し
た
。 

農
業
委
員
へ
の
女
性
登
用
の
推
進 

に
つ
い
て 
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ス
ポ
ッ
ト
★
現
役
・
農
業
者 

 下
田 
壽
勝 

さ
ん 

昭
和
9
年
生
ま
れ 

農
業
委
員
会
２
期 

（
２
期
目
：
職
務
代
理
者
） 

 
 

平
成
21
年
度
「
農
業
功
労 

 

者
表
彰
」
受
賞 

平
成
30
年
度 

農
産
物
共 

 

進
会
西
多
摩
農
業
協
同 

 
 

 

組
合
長
賞
受
賞 

令
和
2
年
度
農
産
物
共 

 

進
会
入
賞 

 ■ 

就
農
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？ 

 

64
歳
ま
で
は
農
業
以
外
の
仕
事
に
就
い
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
13
年
か
ら
定
年
等
就
農
者
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
、
就
農
し
ま
し
た
。
そ
の
セ
ミ
ナ

ー
の
研
修
先
で
あ
る
、
あ
き
る
野
市
の
花
卉
農
家

（
切
り
花
栽
培
）
の
経
営
者
が
驚
く
こ
と
に
同
級

生
で
何
十
年
振
り
の
再
会
！ 

そ
の
後
、
そ
の
友
人
と
切
り
花
を
通
じ
た
交
流

が
始
ま
り
、
手
伝
い
に
行
く
こ
と
も
多
か
っ
た
で

す
。
友
人
の
圃
場
は
、
そ
の
場
で
お
客
様
が
欲
し

い
分
だ
け
好
き
な
花
を
切
っ
て
売
る
ス
タ
イ
ル

で
し
た
。 

私
は
、
友
人
か
ら
苗
や
種
な
ど
を
供
給
し
て
も

ら
い
、
菊
や
百
合
な
ど
、
多
品
目
の
花
を
生
産
し

ま
し
た
。
妻
が
そ
れ
を
花
束
に
し
て
、
直
売
所
に

出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
野
菜
も
、
白
菜
や
大
根
を

作
っ
て
出
荷
が
多
い
時
期
を
ず
ら
し
て
出
荷
し

ま
し
た
。
花
の
カ
タ
ロ
グ
に
も
少
し
野
菜
の
苗
や

種
が
載
っ
て
い
て
、
サ
ン
ゴ
礁
（
ロ
マ
ネ
ス
コ
）

を
作
っ
た
と
き
は
珍
し
い
と
人
気
で
し
た
。
他
に

も
珍
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
育
て
て
い
ま
し
た
。
手

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
小
さ
な
農
家
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

■ 

農
業
委
員
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、 

 
 

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

平
成
14
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
の
２
期
、
農

業
委
員
を
務
め
ま
し
た
。 

 
今
、
取
材
さ
れ
て
い
る
「
農
政
だ
よ
り
」
の
編

集
委
員
も
務
め
ま
し
た
。
作
成
が
大
変
で
、
発
行

回
数
が
減
っ
て
し
ま
う
状
況
が
あ
っ
た
も
の
を

年
4
回
発
行
に
定
着
さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

 

平
成
18
年
に
は
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
（
経
営
局
長
賞
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

 

■ 

現
在
は
、
何
を
生
育
し
て
い
ま
す
か
？ 

規
模
と
し
て
は
だ
い
ぶ
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

菊
な
ど
の
花
、
ほ
う
れ
ん
草
や
紫
蘇
、
柚
子
な
ど
を

生
育
し
て
、
紫
蘇
や
柚
子
な
ど
を
農
産
物
直
売
所
に

出
荷
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
柚
子
は
種
の
あ
る
品

種
と
種
の
な
い
品
種
（
多
田
錦
）
を
育
て
て
い
ま
す
。 

今
は
、
毎
日
が
雑
草
と
の
戦
い
で
す
。
生
産
緑
地

な
の
で
、
し
っ
か
り
と
肥
培
管
理
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

   

 

     

 

          

生産緑地。雑草なくきれいに管理されて 
います。 

種なし      種あり 

柚子がたくさん実っています。 

バナナみたいな花。 
地湧金蓮（チユウキンレン） 
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ネ
ギ
初
夏
ど
り
栽
培
に 

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

 

ネ
ギ
（
根
深
ネ
ギ
）
は
、
年
間
を
通
し
て
安
定
し

た
需
要
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ギ
は
主
に
春
に
播
種
し
越

夏
し
て
秋
か
ら
翌
春
に
収
穫
す
る
「
春
ま
き
秋
ど
り

栽
培
」
と
、
秋
に
播
種
し
ま
だ
低
温
に
感
応
し
な
い

小
株
の
状
態
で
越
冬
さ
せ
、
春
以
降
に
肥
大
さ
せ
る

「
秋
ま
き
夏
ど
り
栽
培
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す

（
図
）。 

一
般
的
に
ネ
ギ
は
、
鉛
筆
以
上
の
太
さ
に
な
り
、

短
日
条
件
下
で
一
定
時
間
の
低
温
に
遭
遇
す
る
と

花
芽
を
分
化
し
ま
す
。
そ
の
後
の
高
温
と
長
日
に
よ

り
ト
ウ
立
ち
し
、
ネ
ギ
坊
主
を
形
成
し
て
商
品
価
値

を
失
い
ま
す
。
そ
の
た
め
５
～
６
月
収
穫
の
初
夏
ど

り
栽
培
は
、
出
荷
量
が
他
の
作
型
よ
り
も
少
な
く
、

特
に
５
月
は
最
も
出
荷
量
が
減
少
す
る
端
境
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

初
夏
ど
り
栽
培
で
は
、
ト
ウ
立
ち
の
発
生
を
抑
え

る
た
め
に
晩
抽
性
品
種
を
用
い
、
さ
ら
に
低
温
に
よ

る
花
芽
分
化
を
抑
制
す
る
た
め
に
ト
ン
ネ
ル
被
覆

を
し
て
栽
培
し
ま
す
。
以
下
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

① 

品
種 

晩
抽
性
で
、
肥
大
に
優
れ
る
品
種
が
用
い
ら
れ
ま

す
。
「
春
扇
」
「
初
夏
扇
２
号
」
（
サ
カ
タ
）
や
「
羽

緑
一
本
太
」（
ト
ー
ホ
ク
）
が
お
す
す
め
で
す
。 

② 
播
種
・
育
苗 

10
月
上
～
中
旬
頃
に
播
種
し
ま
す
。
播
種
が
早
す

ぎ
る
と
大
苗
と
な
り
、
ト
ウ
立
ち
し
や
す
く
な
る
の

で
注
意
し
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト(CP303)

の
場

合
、
１
穴
に
２
粒
ま
き
と
し
ま
す
。 

③ 

圃
場
準
備 

ト
ン
ネ
ル
被
覆
中
は
追
肥
が
で
き
な
い
た
め
、
緩

効
性
肥
料
を
十
分
施
用
し
ま
す
。
栽
培
途
中
で
の
肥

料
切
れ
は
ト
ウ
立
ち
や
生
育
遅
れ
に
繋
が
る
た
め
、

特
に
注
意
し
ま
す
。
ま
た
「
ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン
細
粒
剤

Ｆ
」
等
の
除
草
剤
を
土
壌
表
面
に
処
理
す
る
と
、
雑

草
の
発
生
を
抑
制
で
き
ま
す
。
（
※
農
薬
の
使
用
に

あ
た
っ
て
は
登
録
内
容
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。） 

④ 

定
植 

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
株
間
３
cm
程
度
に

定
植
し
ま
す
。 

⑤ 

ト
ン
ネ
ル
被
覆 

ト
ン
ネ
ル
は
12
月
中
旬
頃
に
被
覆
し
ま
す
。
ト
ン

ネ
ル
内
の
最
高
気
温
が
35
℃
を
超
え
な
い
よ
う
、
２

月
中
～
下
旬
以
降
は
換
気
な
ど
の
対
策
を
と
り
ま

す
。
「
ユ
ー
ラ
ッ
ク
カ
ン
キ
」
な
ど
の
有
孔
フ
ィ
ル

ム
を
用
い
る
と
換
気
の
手
間
が
省
力
で
き
ま
す
。 

⑥ 

ト
ン
ネ
ル
除
去
・
追
肥
・
土
寄
せ 

４
月
上
旬
に
、
外
気
に
順
応
さ
せ
て
か
ら
ト
ン
ネ

ル
除
去
と
マ
ル
チ
回
収
を
行
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
除

去
と
同
時
に
、
除
草
と
１
回
目
の
追
肥
、
土
寄
せ
を

行
い
ま
す
。
土
寄
せ
位
置
は
首
下
と
し
て
、
そ
の
後

は
ネ
ギ
の
伸
長
と
肥
大
を
確
認
し
な
が
ら
、
10
日
間

隔
を
目
安
に
追
肥
、
土
寄
せ
を
繰
り
返
し
ま
す
。 

⑦ 

止
め
土 

収
穫
20
日
前
に
首
下
位
置
に
止
め
土
を
行
い
ま

す
。
止
め
土
後
30
日
日
以
上
経
過
す
る
と
品
質
が
低

下
す
る
た
め
、
収
穫
予
定
日
か
ら
逆
算
し
て
順
次
止

め
土
を
行
い
ま
す
。
５
月
上
旬
に
止
め
土
で
き
れ
ば
、

５
月
下
旬
に
収
穫
で
き
ま
す
。 

新
作
型
の
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

電
話 

０
４
２
８
（
３
１
）
２
３
７
４ 

 

図 ネギの主な作型 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　　播種　  定植　  トンネル 収穫

秋どり栽培

夏どり栽培

初夏どり栽培
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８
月
18
日
に
羽
村
市
都
市
計
画
審
議
会
が
開
催

さ
れ
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
に
関
す
る
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

11
月
に
対
象
者
へ
指
定
通
知
書
を
送
付
す
る
予

定
で
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
、
都
市
計
画
課
（
内

線
288
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

◆ 

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会 

◆ 

産
業
祭
（
農
業
展
） 

               

  

 

７
月 

 

2
・
3
日 

8
・
15
・
22
日 

15
・
20
日 

26
日 

８
月 

 

25
日 

９
月 

 

 

8
日 

 
 

26
日  

 

【
編
集
後
記
】 

 

今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
で
す
ね
。 

世
界
で
も
高
温
乾
燥
が
続
い
た
り
、
日
本
で
は

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
去
年
と
違

い
、
九
州
や
西
寄
り
の
地
域
よ
り
、
秋
田
や
東
北
、

北
海
道
に
か
け
て
特
に
豪
雨
被
害
が
多
か
っ
た

で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
と
違
い
、
偏
西
風
の
蛇
行
と

い
う
よ
り
、
日
本
列
島
が
熱
波
に
覆
わ
れ
低
気
圧

の
前
線
の
停
滞
す
る
位
置
が
北
上
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。 

自
分
も
今
年
の
夏
は
農
作
業
に
限
界
を
感
じ

ま
し
た
。
猛
暑
の
と
き
は
、
す
で
に
午
前
中
か
ら

36
度
、
午
後
も
５
時
を
回
っ
て
も
ま
だ
35
度
の

日
も
あ
り
ま
し
た
。
午
前
中
の
作
業
も
以
前
な
ら

11
時
半
ま
で
や
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
10
時
半

で
切
り
上
げ
た
り
、
猛
暑
の
日
が
多
く
感
じ
ま
し

た
。 ８

月
20
日
を
過
ぎ
る
と
、
朝
涼
し
く
、
虫
の

声
と
と
も
に
よ
う
や
く
秋
め
い
て
来
た
今
日
こ

の
頃
で
す
。
（
三
記
） 

 

【
編
集
委
員
】 

新
井
敏
行
、
櫻
沢
富
士
夫
、
石
田
博
重
、 

田
村
実
、
宮
本
健
司 

【
事
務
局
】 

羽
村
市
農
業
委
員
会 

（
産
業
環
境
部
産
業
振
興
課
農
政
係
） 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
を
「
農
地

管
理
推
進
月
間
」
と
し
、
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
や
農
地
利
用
に
つ
い
て
の
相
談

業
務
を
強
化
し
て
い
ま
す
。 

農
地
法
第
30
条
で
は
、
農
業
委
員
会

は
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
管
理
推
進
月

間
中
で
あ
る
10
月
24
日
（
月
）
に
、

農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員
、
都
市
計
画
課
職
員
で
、
全
生
産
緑

地
の
見
回
り
を
行
い
ま
す
。 

調
査
の
結
果
、
肥
培
管
理
の
不
適
切

な
農
地
に
つ
い
て
は
、
指
導
等
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
指
導
等
に
従
わ
ず
農
地

を
放
置
す
る
と
、
相
続
税
納
税
猶
予
制

度
対
象
農
地
の
場
合
、
期
限
が
確
定

（
納
税
猶
予
打
切
り
）
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
生
産
緑
地
制
度
は
、
農
林
業

の
生
産
に
供
さ
れ
る
土
地
に
認
め
ら

れ
た
制
度
で
あ
り
、 

税
制
面
で
優
遇
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と 

か
ら
も
、
農
地
の
適 

正
な
管
理
に
ご
協
力 

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
あ
さ
が
お
・
ほ
お
ず
き
市 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
活
力
市 

直
売
所
出
張
販
売 

農
業
委
員
会
総
会 

 

農
業
委
員
会
総
会 

 

廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
回
収 

農
業
委
員
会
総
会 

そ
の
他
の
主
な
活
動 

 秋
の
農
業
関
係
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

秋
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
右
記
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
。 

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
と
っ
て
残
念
な
お
知

ら
せ
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

特
定
生
産
緑
地
指
定
に
関
す
る
通
知
を
対
象
者
へ

送
付
し
ま
す
。 


